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               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、アザミウマやコナジラミという難防除害虫の対策として、ナミヒメハナカメムシやタバコカス
ミカメといった捕食性の天敵を利用する生物的防除の手法に改良を加えた点に特徴がある。著者は、波長の異
なるLEDを用いることにより、害虫を誘引せず天敵を誘引する波長が存在することを見いだし、これを野外圃場
で用いることで天敵の誘導に成功した。これは、従来の手法では天敵が自然に分散して作物害虫を捕食するの
に任せていた手法を改良し、人為的に行動制御することが可能であることを実証したもので、新たな防除手法
を見いだしたという意味で高く評価できる。また、著者がこれら捕食性天敵の日周リズムを調べることで、害
虫は活動しないが天敵の活動が見られる日没後数時間が天敵の行動制御に適した時間であると明らかにしたこ
とも、本天敵類を利用するにあたり、重要な知見である。光による天敵の行動制御という手法がまだまだ普及
していない現段階では、これらの基礎的な行動研究がベースになって発展するものと思われる。今後、他の害
虫種でも光を利用した生物的防除の可能性は高いと思われるので、著者のこれからの研究に期待したい。 
令和2年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合
格と判定された。よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
